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Summary The character who often appears by the name of Kiroku in Osaka-style Rakugo is usually introduced as a 
“fool”. However, he is not just a fool but has his own wisdom and a strong character. Like ordinary people, he possesses 
desires, which always motivate his conducts. Examples of such desires are found in his statements “I want some more 
spending money”, “I want to be loved by women”, or “I want to drink”. In this respect, he differs greatly from his 
counterpart Yotaro in Tokyo-style Rakugo, who is described as an utter “idiot” and unsel� sh. In contrast, Kiroku with 
his worldliness and greediness is loved by not only the residents of the Rakugo world but also by the general audience. 
Why is he loved so much by people in spite of his toughness and greediness?  Obviously, the sympathy of people who 
think “He is just like us” is one factor. However, from the standpoint of social tactics, he surprisingly displays his 
charming qualities in Osaka-style Rakugo. The present treatise is on how we learn “lovable social tactics” from Kiroku.
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はじめに

昨今は落語を鑑賞するのみならず、自ら演じてみよ

うという愛好者も徐々に増えてきている。野球やサッ

カーといったスポーツがそうであるように、落語とい

う芸能においても、世間に浸透するためにはこうした

アマチュア層の充実が欠かせない。しかし、そういっ

たアマチュア落語家の中には、落語らしく演じること

だけに終始する者も少なくない。このような同好の士

の間では、覚えた演目の数や、誰が笑いを取れたかと

か、また誰が上手に喋ったかとか、あるいは落語に関

する雑学知識の豊富さとか・・・そういった同好の士

以外にはどうでもいいことばかりにこだわる傾向があ

る。私はここにずいぶん物足りなさと疑問を感じてき

た。そういうオタク趣味を全否定するつもりはないが、

落語をもっと自身の社会生活に生かすべきだというの

が、私の考えである。落語は、人格形成や、社会への

適応能力＝コミュニケーション力の向上といったこと

にも繋がるはずだが、実際、落語オタクに目を向ける

と、むしろその逆に走っている者も少なくない。つまり、

落語のことしか話題がなく、落語好き同士でしか話題

が成り立たないようでは、本当の意味で、落語の利点

を享受したことにはならないのである。私がここで提

示したいのは、落語に学ぶ “ 生き方 ” である。具体的

には、“ 喜六 ” と呼ばれる “ 阿呆 ” の「型」に学ぶとい

うことである。この愚かなる男をひとつのロールモデ

ルとして捉え、そこから見える彼の “生き方 ” や “ 立ち

振る舞い ”に見習っていきたい。
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である。ここに落語を聴く人々やその落語を作り上げ

た先人たちの思いが感じられる。社会はこうありたい

という思いである。これは縦の秩序をまず重んじよう

という為政者の思想とは明らかに一線を画している。

ここに落語のプロパガンダ性がある。また、このこと

は、落語を上演する寄席というものが下町の中にあっ

て、そこに住む人々によって支えられてきたという事

実と全く無関係ではない。こういうライブを原点とす

る芸能には、観客の要望が大きく作用している。

2．“喜六 ” の概要

“ 喜六 ” は上方落語における最多登場人物である。そ

れぞれの咄にそれぞれの “ 喜六 ” が登場し、それぞれ

の活躍をする。“喜六 ” をはじめ同名の人物が数多の咄

に登場するが、それは個々に別の人格と見てよい。し

かしながら、“喜六 ” と言えばおおよそこんな人物であ

るということは、演者とお客との間の当然のお約束ご

とになっている。“喜六 ” に関していえば、上方落語に

おける道化的立場で “ 阿呆 ” である。しかし、彼は先

に述べた通り、ただの “ 阿呆 ” ではない。そのことは、

江戸落語の道化者 “ 与太郎 ” と比較することでより明

らかになってくる。

（1）愚か者としての “喜六 ”
大阪において、“阿呆 ”という言葉は、愛情を伴った

親愛の証しの言葉として用いられることが多い。勿論

言い様にもよるが、実際に親愛の情さえ伴っていれば、

“阿呆 ”と呼ばれて怒る大阪人はまずいない。大阪郷土

史家の牧村史陽は、「阿呆には、花曇りのようにぽうっ

と暖かい感じがあり、馬鹿は、夏の光線のように明快で、

はっきりしている」2）と述べている。しかし、先にも

述べた通り、“喜六 ”は欲をもった人物である。銭儲け

が好きで、いつも女性にもてたいと思っている。その欲

を原動力として行動を起こし、それが元で失敗をして、

そこで笑いが生まれる。これが“喜六”咄の“型”である。

しかし、“喜六 ”の欲は、大儲けしたいとか、豪邸に住

みたいとか、そういう大それた欲望ではない。ちょっ

と酒が飲みたいとか、ちょっと小遣いが欲しいとか、

せいぜいそのレベルである。高望みしないのではなく、

高望みを知らないのである。もっとも、その程度の欲

なら、“喜六 ”に限らず誰しもが持っていると言えよう。

その点では、“喜六 ”は、世間のどこにでもいる小市民

の一人なのである。また、小市民であり、聴く者にとっ

1．落語の立ち位置

“ 喜六 ” について論ずる前に、まず落語の立ち位置に

ついて述べておきたい。この事については、主に桂米

朝の著書 1）を参考にした。まず、落語の発祥として

は、どこを発祥と見るかは賛否両論あるが、現在 “ 落

語の祖 ” と称せられるのは、京都の誓願寺の住職で “安

楽庵策伝 ”である。これについては 3－（1）“子褒め ”
の源流において詳しく述べる。

次に、落語家が職業として歴史に現れたのは、京都

の “ 露の五郎兵衛 ” と “ 初代米沢彦八 ” が最初である。

延宝（1673～ 1681）から天和（1681～ 1684）年間、
露の五郎兵衛は北野天満宮にて、“初代米沢彦八 ” は大

阪の生国魂神社の境内において、それぞれ “ 辻噺 ” を

演じた。辻噺とは、屋外での芸であって、つまり野天

の小屋がけの小屋を張って、その中で演じられるもの

である。落語が屋根付きの施設で演じられるようになっ

たのは、“初代桂文治 ” が最初である。寛永 6年に大阪
の坐摩神社に大阪に初めての寄席が開かれた。こうし

て口演場所が屋外から屋内へ移行することによって、

落語の形態が大きく変わった。小咄・漫談のような類

からストーリー性のある咄へと変わっていったのであ

る。その理由として、お客がじっくり聴ける環境になっ

たことが一番に挙げられる。このように落語が “ 物語

性 ” を持つことで、その登場人物の人格もやがて定番

化されていったと考えられる。“喜六 ” や甚兵衛はその

定番化された人物の代表格である。本文で “ 落語 ” と

称するのは、この “ 物語 ” 化された落語のことで、登

場人物もこの中で “型 ” 化された人物である。

さて、この寄席小屋の誕生した時期であるが、つま

り、落語が現行のような形になったのは、江戸も末期

の頃のことであった。落語の第一期落語黄金時代は、

この江戸末期から明治を迎える辺りである。現在の落

語の礎も、この頃にほぼ形成されている。

次に、落語の時代設定である。時代は落語の第一次

黄金期に合わせるように、江戸末期から明治・大正・

昭和初期辺りの風景が多く描かれている。なかでも、

長屋の場面が多く登場するが、そこに描かれるコミュ

ニティーは、人が寄り添う助け合い精神に満ちた理想

的社会である。その時代にそこら辺りにいたフツーの

人々ばかりが登場する。彼らの生活は平々凡々な暮ら

しの上に成り立っている。いわゆる市井の暮らしであ

る。一方、商家においては主従関係はあるものの、決

してさほどいがみ合った間柄ではなく、主人は丁稚を

暖かく見守っているというのが落語の基本的スタンス
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て極めて身近に感じるがゆえ、観客の同意と共感を得

ることができるのである。これに比べて、江戸落語に

おける馬鹿の “与太郎 ”にはこの欲といったものがまる

でない。日がな一日ボーッと暮らしていて、“喜六 ”と

は正反対である。柴山肇は次のように述べている。

「彼は一人で、落語の最初や中途や末尾にポツンと

現れ、あるいは筋の中に闖入するように出てくる。伯

父さんや大屋さんと一緒に出たとしても、太郎冠者と

主、喜六や清八のように、対立しながらも共通してい

るものがない。与太郎と大家、あるいは伯父さんとの

間に醸し出される笑いは、むしろチグハグな笑いであ

る。対立する笑いではなく、噛み合わないおかしさと

いったものである。『上方のアホ』喜六と対称的な、こ

の与太郎の孤独は、簡単にいえば彼が一般の人と意志

の疎通を欠くほどの愚か者だからで、特殊人間だから

である。役回りからいえば、喜六がいつもシテ役なの

に対して、与太郎は原則的に道化役であり、端役である。

むろん与太郎が主人公の落語もいくつかあるが、その

場合でも主人公は、周囲の人々によって進行する筋の

中で、まったく受身に対応するに過ぎない」3）

ところで、落語に触れるということは、「人はそもそ

も愚かで不完全な存在である」ということの再認識で

もある。落語の登場人物の愚かさに自身を重ね合わせ

ることで、自己反省が促される。欲には自慢欲、金銭欲、

色欲・・・と色々あるが、そういった業の大半を “喜六 ”

自身が担っていて、それぞれの咄でそれぞれの小欲を

披露していく。

甚兵衛 「今日はおまはんに小遣い儲けをさしたろうと
思うてな」

喜六 「わあ、銭儲け。わたい銭儲けのことやったら
何でもさしてもらいます」

甚兵衛 「実はこないだ池田のおっさんが家を普請して
な。行て褒めといで。少々の小遣い儲けぐらい

にはなるやろう」

喜六 「さよか。ほなわたい行てきますわ」（池田の牛
褒め）

喜六 「何ぞ女子にもてる工夫ちゅうのはおまへんや
ろか」

甚兵衛 「せやな。まあ、芸のひとつもでけたら女子に
もてるな」

喜六 「さよか。ほたらこんなんどうでっしゃろ？」（稽

古屋）

喜六が出てくる咄は、おおむね上記のような形で始

まる。浄土真宗を興した親鸞聖人は「善人なほもて往

生をとぐ、いわんや悪人をや」という言葉を残している。

落語もまた、人間の業の部分を肯定しながらこの思想

を土台に展開していく。愚か者に対する「しゃあない

やっちゃなあ」という暖かな眼差しが落語の主たるメッ

セージである。しかしながら、落語は、観客に対して

表向きには理詰めで説得しようとはしない。「人間は不

完全な存在である」とか「自分も欲どおしいところが

あるから気をつけないかんなあ」とあくまでお客自身

に思わせるのである。結論は全て聞き手に委ねる。また、

結論は他人から押しつけられるよりも、自分で判断し

た方が俄然それに対して張り切るのが人間である。

（2）知恵者としての喜六
“ 喜六 ” は、おっちょこちょいでいつもスカタンばか

りやって周囲を呆れさせてばかりいるが、それでいて

なかなか知恵のある男である。先述の柴山肇の引用に

もあるように、ご隠居や兄貴分とも対等にやり取りす

るだけの知恵をもっている。兄貴分である清八とのや

り取りでは、時に言葉の応酬で打ち負かせたりもする

のである。「伊勢参宮は神の賑わい」という旅の咄の発

端部分には、“喜六 ” と清八による道中のこんな掛け合

いが見られる。

喜六 「なあ、清やん、今、何時や」
清八 「せやな、わしの思うには昼を少し過ぎてると

思うがな」

喜六 「道理で腹が減ると思うた」
清八 「何や、おまはん、お腹は減ってんのかいな」
喜六 「減ってるてな、そんな気楽なもんやないで。

もうお腹の皮と背中の皮がひっついてるわ」

清八 「これ、往来の真ん中でそんな格好の悪いこと
言うやつがあるかいな。相手は大阪の人間やが」

喜六 「何ぼ大阪の人間でも腹は減るで」
清八 「さあ、そこをお腹が空いたにせよ、“ラハが北

山、底でも入れよか ” てなこと言うてみい。そ

こら歩いてる人間が聞いても、何のこっちゃ、

ちょっと分からんやろ」

喜六 「そら分からんわ。大阪のわいも分からん」
清八 「そら、お前が阿呆やからや」
喜六 「何じゃい、その “ラハが北山、底でも入れよか ”

ちゅうのは？」
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清八 「腹をひっくり返してラハ。ほいで冬の寒い日、
北の山を見てみい。透いて見えるやろ。そこで、

お腹が空いたことを “ ラハが北山 ” ちゅうねが

な」

喜六 「ほな、腹をひっくり返してラハならどこでも
返るか」

清八 「まあ、せやな。人間五輪五体返らんところは
ないな」

喜六 「あ、さよか。ほな、口は」
清八 「チークてなもんや」
喜六 「鼻は」
清八 「ナーハじゃ」
喜六 「頬べたは？」
清八 「ベタホ」
喜六 「デボチンは？」
清八 「チンデボ」
喜六 「目は？」
清八 「メー・・・目は返らん」

“ 喜六 ” は “ 阿呆 ” と揶揄されながらも、このように

清八に反撃する術を知っている。 “ 喜六 ” は知識には
乏しいもののなかなかの知恵者であり、機転が利く男

である。

一方、江戸落語における “ 与太郎 ” には、こんな小

咄がある。

与太郎「あれえ、向こうから来る奴、どっかで見たこ

とあるなあ。誰だろう？あれ？手を振ってるよ、

やだなあ・・・ニコニコ笑ってこっちへ来るよ。

ええと、えええと、一体誰だったけ？・・・まあ、

仕方がねえや。思い切って聞いてやろう。・・・

おたく、一体、どちらさんでしたっけ？」

父親　「馬鹿野郎、お前の父親だ！」

大阪の者なら「普通、そんな奴、おらんやろう！」

と一蹴するところである。大阪の人間は登場人物の設

定に関して案外リアリティーを求めるところがある。

“ 喜六 ” と “ 与太郎 ” の違いについてまとめると以下の

通りになる。

喜六 与太郎
欲望 ある ない
知恵 ある ない
好奇心 旺盛 ない
主役になり得るか なり得る なり得ない

一方、“ 喜六 ” と “ 与太郎 ” の共通点に関しても言え

ば、共に回りを和ませる社会の潤滑油のような役割を

果たしているという点にある。お互いに愚か者であり、

不完全な存在だということが大きい。彼は不完全な存

在ゆえ、相手に安心感を与え、一緒に居て居心地のい

い存在となり得る。この事については、次の項で詳し

く述べていきたい。

3．“子褒め ”にみる “喜六 ” 像

先に考察した“喜六”像をふまえつつ、より具体的に、

口演資料に表れた “ 喜六 ” を考察していきたい。上方

落語では極めてオーソドックスな演目である「子褒め」

という演目を取り上げる。この演目は、入門してまだ

間のない頃に稽古をつけてもらうことが多いが、決し

て演じるのが易しいからというわけではなく、極めて

オーソドックスな構成であり、咄を語るうえでの基本

の多くがここに含まれているという理由からである。

テキストにした速記は、筆者自身のものであるが、筆

者は師匠である二代目桂春蝶 4）からこの咄を教わった。

（1）“子褒め ”の源流
“ 子褒め ” という咄の原型は古くから存在している。

江戸時代中期に編纂された “ 醒睡笑 ” という小咄本の

なかにすでに見られる。“醒睡笑 ” は安楽庵策伝という

人物が編纂したことで知られ、それにより策伝は「落

語の祖」と呼ばれるようになった。策伝は、京都にあ

る誓願寺の 55代目の住職であったが、それ以前は全国
に布教して回る説教僧でもあった。従って、各地の色

んな話を仕入れる立場にあったのである。宇井無愁が、

醒睡笑に残された “ 子褒め ” を、そのまま次のように

記述している。

「いわんかたなき鈍なる弟子、（略）ややもすれば、

いまだ三十の者をば四十と見損じ、五十ばかりの者を

ば、六十余りと見そこなうて笑はるるを、坊主聞きか

ねて、「（略）われも人も年の寄りたきはなし。誰をも

若いといはんこそ本意ならめ。（略）粗忽に『人を年寄

といふな』と教えられ、あけの日かの弟子使僧に行き、

女房の子を抱きゐるを見付け、『この御子息はいくつに

てありや』『これはことし生まれ、片子（赤子）でおい

りある』と答えけり。弟子『さて、かた子には若く御

座あるよ』と。」5）
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“ 醒睡笑 ” 以降、江戸時代に活版印刷が発明されてか

ら、多くの小咄本が出回るようになった。ただし、こ

こに記されているものは、あくまで根多本の類であっ

て、これらを元に口演する者が多く現れ、彼らの手に

よってどんどん膨らまされていったのである。その中

でも特に有能な巧者が、それを職業とするようになっ

た。これが落語家の誕生である。その代表格が、初代

米沢彦八という人物であった。しかし、ここでは 1．
で述べた通り、現行のような所作を伴いながら登場人

物の言葉で物語を進展させていくというスタイルでは

なく、今でいう小咄・漫談に近いものであったろうこ

とが推測される。現行の落語の “ 型 ” は、これも 1に
述べた通り、かなり近年になってからのことである。“子

褒め ” という咄は、“ 醒睡笑 ” の中ではほんの数行にし

か過ぎないが、現行の落語となるとゆうに 20分前後を
要する。

以下の表は、文献から推定した当時と現行との比較

である。
彦八の時代 現在

演じた場所 屋外（神社の境内） 屋内（座敷や小屋の中）
物語の手法 演者自身の語り 登場人物の語り
咄の形態 小咄 物語
見料 投げ銭 木戸銭

（2）咄の時代背景
現在、演じる筆者の “ 子褒め ” は、昭和初期頃の長

屋を舞台背景としている。長屋といえば「今日の米に

も困っている」といった貧乏長屋を想像するかも知れ

ないが、決してそういう長屋ばかりとは限らない。こ

の時代において、長屋はごく一般的な住居であって、

庶民の多くがここに暮らした。現在は、マンションと

いう建物に多くの住人が暮らすが、当時は長屋に暮ら

す者が多かった。長屋とマンションの違いは、部屋を

横に並べるか、縦に積み上げるかの違いである。今の

一般的な都会のコミュニティーと違うのは、近隣同士

の関係はとても深く、お互いに干渉しあって生きてい

たという点である。この頃の暮らしを表現する言葉に

「味噌や醤油を隣に借りにいくような」とあるが、これ

は何も貧乏がゆえとは限らず、今のようにスーパーや

コンビニが近くにあるわけでもないので、ちょっと拝

借するというのは日常茶飯事のことであった。このよ

うな密なコミュニティーが「子褒め」という咄の背景

にある。

（3）咄の構成
まず最初に、あらすじをざっと述べたうえで、構成

について解説する。

町内のご隠居・甚兵衛さんのところへ行けばタダ酒

にありつけると聞いた “ 喜六 ” は、喜び勇んで甚兵衛

さんのところへやってきた。すると甚兵衛さん、「実は

わしの知り合いが灘の方で造り酒屋をやっている。そ

らお前、ナダとタダを聞き間違うたんと違うか」。け

れども “ 喜六 ” もひるんではいない。「さよか、けどナ

ダもタダも仮名で書いたらちょっとの違いや。一杯呑

ませ、気の汚い」「どっちが汚いねん」。しかし、そこ

は気のいい甚兵衛さんのこと、ただ酒にありつける方

法を喜六に伝授する。「あのな。酒の一杯も呼ばれよう

と思たらべんちゃらのひとつもせんならん。例えば、

四十五の人に出会うたら『四十五、とはお若う見える。

どう見ても厄そこそこ』という具合に年を二つ三つ若

う言うたらええねん」この手でいけばいくらでもタダ

酒にありつけるというのである。喜六はさっそく甚兵

衛さん宅を飛び出して実行するのだがなかなか上手く

いかない。最後に、赤ん坊が生まれた友人の家にやっ

てきた。「なあ竹やん、うまいこと、この子供褒めたら

一杯呑ますか」「そら一杯でも二杯でも呑ましたるがな」

「さよか・・おい、この子いくつや」「生まれたての子

供や。ひとつに決まってるがな」「ひとつ？・・とはお

若う見える。どう見てもただとしか見えん」。

①　起・承・転・結

この咄を「起・承・転・結」の四つに分けると、以

下の通りである。

起：“ 喜六 ” が行動を起こすに至った動機。ここでは

酒にありつきたいというのがその動機である。

承：後半に笑いを呼び込むための伏線部分。ここで

は甚兵衛が “ 喜六 ” に対し「タダ酒にありつく

方法」を仕込む。

転：咄のクライマックス部分。承で得た知識を元に

“喜六 ” が行動を始める。

結：下げ。「どう見てもタダとしか見えん」

さて、この咄では、物知りが物知らずに物事を教え

て、それを物知らずがそのまま行動に起こすところで

咄が始まる。こういうパターンは落語の中でも特に多

く見受けられ、教えられたことをそのまま繰り返すと

ころから、このような “ 型 ” を “ おうむ返し ” と呼んで

いる。この咄はその典型的な例のひとつである。
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杯ぐらい飲ませ。気の汚い」

甚兵衛 「どっちの気が汚いねん」

冒頭のこれだけのやり取りから提示される情報は以

下の通りである。

ａ．“喜六 ” は普段からよく甚兵衛宅に出入りをしてい

る。

“ 喜六 ” が珍客であれば、“ 甚兵衛 ” もそれなりに驚

いた対応をする。この咄では、“喜六 ” はしょっちゅう

“ 喜六 ” 宅へ出入りしているという設定である。当たり

前の日常の一コマであり、“ 喜六 ” の訪問は “ 甚兵衛 ”

にとって珍しいことでない。

b．“甚兵衛”にとって、“喜六”は歓迎すべきお客である。
「ささ、こっち上がんなはれ」と “ 甚兵衛 ” は歓迎し

ながら “ 喜六 ” を招き入れている。少なくとも「何だ、

お前か。面倒くさい奴が来たな」というニュアンスで

演じるべきではない。“甚兵衛 ” のこの一言だけでお客

は “ 喜六 ” が愛される存在であることを察知するので
ある。また、“ 喜六 ” は町内のご隠居 “ 甚兵衛 ” や、兄

貴分である “ 清八 ” など周囲に頼って生きているが、

頼られる方もまた、それによりコミュニティーの中で

の立ち位置を与えられているのである。“喜六 ” にとっ

て “ 甚兵衛 ” が無くてはならない存在であるのと同様

に、“ 甚兵衛 ” にとっても “ 喜六 ” という人物は無くて

はならない存在なのである。

鷲田清一の著書に病院でのこんなエピソードが紹介

されている。

「その患者は相当な高齢者で、食事の時にも眠ってい

るような覚束ないおじいさんであった。しかし、ある

時から生き生きとし始めた。それは一人のナースがお

じいさんの付き添い用のベッドで、仕事の合間に隠れ

て寝るようになってからだった。おじいさんは、この

ナースが誰かに見咎められないか見張りをするように

なったのである。つまり、いつも “ してもらう ” だけ

の生活だったおじいさんが、他人のために “ 何かする

という ” 生活に切り変わったというのである。その例

を紹介した後、鷲田清一はこうまとめている。「生きる

力というものは、じぶんの存在が他人のなかで意味が

あると感じるところからから生まれる」。6）

“ 喜六 ” という男はまさにこのナースと同様、“ 甚兵

衛 ” にとって「生きる力」なのである。“ 喜六 ” の訪問

を嬉しく思う “ 甚兵衛 ” の気持ちが「相変わらず面白

②　下げ

当時は数え年で計算したので、今と違い 0歳を一つ
と勘定した。現在ではこれでは分かりづらいというの

で、以下の通りに演じる演者も多い。

竹やん 「いくつて、今朝生まれたばっかりや」
喜六 「今朝？・・・とはお若う見える」
竹やん 「今朝で若かったら、一体いくつやねん」
喜六 「どう見ても明後日あたり」

間違っても、ここは「0歳？・・・とはお若う見える」
とはしない。そのようにしてしまうと、時代考証自体

に無理が生じ、口調すら変えてしまわないと不自然さ

が生じてしまう結果となる。このようなところにこそ

演者としての “言語センス ”が問われるのである。

（4）　“子褒め ”の口演
それでは、ここで実際の口演の紹介である。これも

「起・承・転・結」の四つに分け、そのブロック毎に見

ていきたい。

①　起～行動の動機～

“喜六”が、町内の隠居“甚兵衛”の家を訪ねるシーン。

落語では、登場人物や舞台背景をト書きといった形で

紹介するのではなく、原則として登場人物の台詞の受

け渡しによってその情報をお客に提示していく。お客

はその情報を元に頭の中に映像を描く＝つまり、想像

していくのである。

喜六 「こんにちは」
甚兵衛 「おお、おまはんかいな。ささ、こっち上がん

なはれ」

喜六 「へえ、おおきに。上がらしてもらいま」
喜六 「今ね、横町で源さんに会うたんだ。ほたら、

何でもあんたとこにタダの酒があるて、急いで

やってきたんだ。一杯おくんなはれ、タダの酒」

甚兵衛 「相変わらず厚かましい男やな。この世の中に
タダの酒てなもんがあるかいな。いやな、わし

の親戚が灘の方で造り酒屋をやってんねん。ほ

で毎年、酒ができるとわしの飲む分だけ送って

きよる。でまた、今年も送ってきよったと今も

皆で話をしてたところや。そら、お前、ナダと

タダと聞き間違うたんと違うか」

喜六 「あ、さよか。灘でっかいな。けどまあ、ナダ
もタダも仮名で書いたらちょっとの違いや。一
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い男やな」という台詞にもよく現れている。無論、“甚

兵衛 ” は “ 喜六 ” のことを自身の「生きる力」と自覚し

ながら付き合っているわけではないが、結果的には “喜

六 ” によって生き甲斐を与えられている。“ 喜六 ” が上

手に甘えたり、また頼ることが、及いては “ 甚兵衛 ”

を生き生きとさせている。“ 喜六 ” の “ 阿呆 ” は、この

ように大変有意義な “阿呆 ” でもある。

c．“喜六 ” にとって、“甚兵衛 ” は目上の存在である。
“喜六 ” は、甚兵衛に対して、やや遜った感じで話し

かける。甚兵衛はそれに対し威張った態度にまでは出

ないものの、明らかに目上だという態度を取っている。

観客は言葉の使い方や調子、両者の姿勢によって、そ

れを判断していく。例えば、両者の姿勢を比べてみる

と、甚兵衛は、腰を立てて綺麗に座っている態だが、“喜

六 ” はやや前屈みである。その両者の体勢により、“喜

六 ” は甚兵衛をほんの少し見あげる形になり、上下関

係が視覚的にも観客によく伝わる。付け加えると、こ

の態を見せる為に、甚兵衛は、手のひらを正座した膝

の中央部分に置き、“喜六 ” はそれよりもやや膝頭に近

いところに置いている。また、この咄には登場しない

が、武士といった権威のある存在であれば手を足の付

け根に近い方に置き、腰もしっかり立てるようにする。

そうすることで、腕がちょっと開くような感じになり、

胸が張られ、いかにも堂々と武士然としたような感じ

になる。姿勢ひとつで、人格を変えて見せることがで

きるのである。

言葉遣いでみると、“ 喜六 ” は甚兵衛 “ に何かものを

訊ねるにせよ、「お宅にただの酒があるんやてな」とい

う言い方ではなく、「お宅にただの酒があるそうでんな」

といった具合に、やや丁寧な物言いをしている。”喜六

“ は相手を自分より目上と心得、またそれに対する最

低限のマナーはそれなりに心得ているのである。しか

し、だからと言って「お宅にタダの酒があると伺いま

して寄せて頂きました」とまではならない。“喜六 ” に

とって目上ではあるが、かなり親しい間柄だからであ

る。言葉は丁寧になりすぎると、窮屈な会話となり、“甚

兵衛 ” も会話を楽しめなくなる。“ 喜六 ” はこの辺りの

バランスが実に上手く、“言語センス ”に優れている。

d．“喜六 ” は大変な酒好きである

2－（1）に述べた通り、“ 喜六 ” には欲がある。こ
の欲が目的を生み、行動を引き起こすのである。欲が

なければ目的も生まれないだろうし、目的がなければ

物語も始まらない。“子褒め ” という咄は、この事が引

き起こしている。物語を展開するうえで、まず大事な

ことは主人公がどういう目的でもって行動を始めるか

という “ 動機 ” の部分である。この “ 気 ” ＝目的がある

からこそ、人は行動を起こすのである。この部分が原

動力となって、咄が始まる。

②　承～咄の伏線～

ここはいわゆる “ 仕込み ” の部分である。後半はこ

の部分が元になるので、特にここは丁寧にやっておく

必要がある。咄によっては、この部分に笑いが少ない

ことも多く、下手をすれば観客に退屈されかねない。

従って、ここが演じ手の腕の見せ所である。“ 子褒め ”

においても例外ではない。

甚兵衛 「そら、お前のこっちゃ。一杯ぐらいの酒飲ま
さんてなことない。飲まさんてなことないけど、

人に一杯の酒も呼ばれようと思うたら、方便の

嘘、べんちゃらちゅうもんに凝らないかんな」

喜六 「何でんねん、その方便の嘘、べんちゃらちゅ
うのは？」

甚兵衛 「まあ分かりやすう言うたら、嘘をつくちゅう
こっちゃ」

喜六 「そらいかん、そらいかんで」
甚兵衛 「何で？」
喜六 「何でて、死んだおばんが言うとった。決して

嘘をついたらいかん。嘘をついたら死んでから

閻魔さんに舌抜かれるちゅうて」

甚兵衛 「そら子どもの戒めごとや。考えてみなはれ。
この世の中は嘘の世の中というてあらゆるもの

が嘘で固まったある。仏には方便の嘘、神には

神弁の嘘、勤めする子は手練手管、乳母さんの

子は可愛い。車屋さんの帰り車、商人さん見て

みなはれ。損でございます、元値でございます

と言いながら、どんどん蔵を建ててなはる。そ

ら、悪い嘘はいかん、悪い嘘はいかんけども、

つくべき嘘はつきなはれや」

喜六 「ほたら何でっかいな。つくべき嘘をついたら
酒飲ましてもらえまんの？」

甚兵衛 「まあまあ、そうこっちゃな」
喜六 「・・・あんた、奈良の大仏さん、知ってなは

るか？」

甚兵衛 「そんなもん、こんな小さい子どもでも知って
るがな」

喜六 「あれね、わたいの兄貴だんねん」
甚兵衛 「誰がしょうもない嘘で酒飲ますねん。・・そや
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ないがな。例えばやな、おまはんが道歩いてた

とせんかい。ほたら向こうの方から誰ぞ知って

る人が歩いてきたとするわいな。そしたらやな、

『ええ、しばらくお会いしませんでしたが、あ

んさん、どちらへお出かけでございました』と

こない尋ねるねん。ほたら先さんが『ちょっと、

商売用で下の方へ』とでもおっしゃってみい。

これでちゃんと酒になってあんねん。『道理で

お顔の色が黒うおなり遊ばして、やっぱり男と

いうもんは何でおますな。色が白いよりも黒い

方が、苦みが走ってよろしゅうございます。色

さえ黒うおなり遊ばしたら、大小はお金儲けで

ございましょうかな』と。これが先さんを喜ば

す方便の嘘、べんちゃらというやっちゃ。よう

覚えておきなはれ」

喜六 「あ、なるほど。・・で、もしそれで飲まさなん
だら、あんたまとうてくれるか？」

甚兵衛 「何でわしがまとわんならん。もし、それで飲
まさなんだら、今度は奥の手を出すねん。時に

あんさん、お歳はおいくつでございますか？・・

まあ、先さんがせやな。45てでもおっしゃっ
てみい。45、とはお若う見える。どう見ても厄
そこそこにしか見えまへん、とこない言うねん」

喜六 「へえー？けったいな褒めようでんな。45、と
はお若う見える。どう見ても 100そこそこ」

甚兵衛 「100やあらへん。厄。男の 42を厄とこない言
うねん」

喜六 「あ、なるほど。厄でっかいな。・・・けど厄の
人に出会うたらよろしいけど、ひょっとあんた、

50てな人に出会うたら都合が悪いな」
甚兵衛 「何も都合悪いことあらへん。50の人やったら、

47、8とこないいかんかい」
喜六 「60はややこしいで」
甚兵衛 「ややこしいことあるかいな。60の人やったら

57，8」
喜六 「70は」
甚兵衛 「70やったら 67、8」
喜六 「80」
甚兵衛 「77、8」
喜六 「90」
甚兵衛 「どこまでいっても同じこっちゃ。90やったら

87、8」
喜六 「100に千に万」
甚兵衛 「万てな人があるかいな」
喜六 「いや、広い世間でんがな。ひょっとして一人

ぐらいそんな人、いてるや知れまへんで。ひょっ

とあんた、そんな人に出会うたらややこしおま

んがな。『もし、あんたおいくつでんねん・・・万？・・・

とはお若う見える。どう見ても 9997」
甚兵衛「長生きせえ」

喜六 「まあ、これは冗談、無いとしときまひょ。も
しこれがあんた、生まれたての小倅やったらど

ないしまひょ？」

甚兵衛 「小倅て、そんな憎たらしそうに言う奴がある
かいな。まあ、せやな。生まれたてのややさん

やったら、愛想に扇の一本も手に持って『よう、

これはおうちのおぼんさんでございますか。よ

うお肥え遊ばして福々しいお顔でございます。

ご隠居さんにお似遊ばして長命でございます、

栴檀の実は二葉より芳しい。蛇は寸にしてその

気を現す。私もかようなお子さんにああらあや

かりたい、あやかりたい』とこない言うねん」

喜六 「さすがにチンピラとなると加薬が多いな、もし。
けど、こんだけ覚えといたら、どこ行たかて飲

めたあんねん。・・・すんまへん、その扇、扇子

をちょっとこっち貸しとくんはなれ。『よう、こ

れはおうちのおぼんさんでございますか』」

甚兵衛 「そうそう」
喜六 「ようお肥え遊ばして福助はん」
甚兵衛 「いや、福々しいお顔でございます」
喜六 「そやそや・・・『福々しいお顔でございます。

ご隠居さんにお似遊ばして長命がん』」

甚兵衛 「長命でございます」
喜六 「あせや、『長命でございます。栴檀の実はぐり

ぐりで堅い堅い、蛇は寸にして短うて長ごおま

す。私もかようなお子様にああら、蚊帳吊りた

い、蚊帳吊りたい』・・・言えた、さいなら・・・」

甚兵衛 「ちっとも言えたあらへんがな。・・・おい、そ
れよか家で一杯飲んでいかへんか？」

喜六 「ふん、何かしてんねん。こんだけ覚えといた
らどこ行たかて飲めたあんねん」

以上が、“ 子褒め ” における “ 仕込み ” であり、咄の

伏線である。（3）－①で述べたように、おうむ返しの
咄では、物知りが物知らずに物事を教えるところから

始まる。“喜六 ” は物知らずな男であり、甚兵衛は世の

中のあらゆる事を知っている。それで “ 喜六 ” は、何

か分からないことは、すぐに何でも甚兵衛から尋ね、

甚兵衛も、時には面倒がることはあったにせよ、概し

て丁寧に物を教える、というのが落語のお決まりであ
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る。しかし、いくら気易い間柄とはいえ、“喜六 ” にとっ

て甚兵衛はあくまで目上の人物である。しかし、それ

でも “ 喜六 ” は時に甚兵衛に逆らうのである。だが、

ここからが “ 喜六 ” の偉いところで、多少甚兵衛をい

らつかせる事があったにせよ、決して彼を本気で怒ら

せることはないのである。ここに “ 喜六 ” なりの対話

の上手さが伺える。ここでは、そういった “ 喜六 ” の

対話術を中心に述べていきたい。

a．対話上手な “喜六 ”
私は内弟子時代にこんな苦い思い出がある。当時の

私は、二代目桂春蝶宅に住み込みながら内弟子修行を

送っていた。一日の大半は師匠より、むしろ奥さんと

過ごすことの方が多く、普段からよく世間話を交わし

ていた。そんなある日、奥さんはとうとう我慢できな

いといった感じで私にこう告げたのである。「蝶六さん、

その『そやけどね』という口癖は止めといた方がええ

んとちゃう？」。対話の基本はまず相手の言葉を受け止

めることである。もし反論することがあれば「そうで

すね」といったん相手の考えを受け入れてからという

のが、対話の基本である。今だから堂々とこんなこと

が言えるが、当時は私も若く、そんなことにすら無頓

着だった。奥さんにはずいぶん不愉快な思いをさせて

いたのだなと思うと、今でも紅顔の至りである。

その点 “ 喜六 ” は、相手の話に対して、反論から先

に入るということがまずない。まず「あ、なるほど」

と大きく感心を示すか、あるいは「さよか」という具

合に相手の言葉を受け止めるというのが大原則である。

それが相手の言動を弾ませることになる。それに彼に

は、相手に取り入ろうという邪心はなく、好奇心が旺

盛で、根がまるで素直なだけである。従って、その相

槌にはわざとらしさやおざなりな感じがまるでない。

つまり、“ 喜六 ” は天性の “ 聞き上手 ” で “ 乗せ上手 ”

なキャラクターなのである。“喜六 ” の存在は、世間の

多くの年配者が持つであろう “ 人に何か教えたいとい

う欲求 ”をおおいに叶えている。それゆえ “甚兵衛 ” は

“ 喜六 ” の訪問を喜ぶのである。また、“ 喜六 ” は単に

相手の話を聴くだけではない。時に反論することもあ

る。反論できるということは相手の話をしっかり聴い

ていればこそである。適度な反論は、かえって相手の

好感を生み、同時に会話を弾ませるきっかけとなる。

b．“喜六 ” の言葉遣い
最近、誰に対しても初対面から “ タメ口 ” を用いる

ことで人気を得ているタレントの活躍が目立っている。

それは世間の多くの人が、本当はそれではいけないと

いう常識を心得ているからこそ、かろうじて成り立っ

ている。世間が常識を認識したうえでの非常識だから

こそ、可笑しい＝面白いと感じるのである。こうした

“ タメ口 ” に対して、世間が全く可笑しいと感じなく

なった時には、この手の面白さは半減するであろう。

ところで、敬語というものは相手を敬うためにある

ものだが、自分を防御するための言葉でもある。相手

が何者か分からない時は、誰しもまず敬語から入って

いくものである。つまり、敬語を用いることで相手と

の距離感を保つことができる。当代の春団治は弟子に

対して時折「～さん、これはこれでお願いします」と

いうように言葉遣いが極端に丁寧になることがある。

これは春団治を本気で怒らせてしまった時である。当

代の春団治は、明らかに敬語によって、そこに結界を

引くのである。

このように、敬語は相手を敬う時にも使えば、相手

との距離を保ちたい時にも使われる。最初は敬語から

入って、それを徐々に無理のない範囲で少し崩してい

きながら、コミュニケーションを図るというのはよく

あることである。敬語を知らないというということは、

どこへでも土足で駆け込むようなものである。時々い

きなり敬語抜きで話しかけられることがあるが、やは

り相手がどんなに偉い立場であったにせよ、その品位

を疑ってしまう。その点、“喜六 ” は相手との距離感の

持ち方が実に上手いのである。

ところで、3－④－（1）でも述べた通り、観客は登
場人物による言葉の使い分けから、彼らの人間関係を

知ることになる。つまり、社会は主人と丁稚、上司と

部下、主人と妻、先生と生徒というように、それぞれ

に立ち位置がはっきりしていて、それぞれがそれを全

うすることによって関係が成り立っている。落語はそ

れらを作品の中に再現して、そこにドラマを生じさせ

たものである。その立ち位置と関係性が一番如実に表

れるのが言葉遣いである。特に周りに助けられながら

生きる身の “ 喜六 ” の言葉遣いは、彼が立場的に低い

位置にあるとはいえ、決して堅苦しい敬語ばかりでは

なく、そうかと言って相手の不快を招くようなもので

もない。“喜六 ” は、敬語と丁寧語とタメ口を適度に混

ぜながら上手く対話している。つまり、相手を立てつ

つも親しみを感じさせる物言いである。多くはタメ口

も目立つが、敬語や丁寧語を適度に交ぜることで、さ

ほどぞんざいな印象を与えずに済んでいる。

　

甚兵衛 「そら、悪い嘘はいかん、悪い嘘はいかんけども、
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すことができる男だが、後半の件に入ると、その敬語

の度合いが多くなっている。それは、後半で出会う相

手が “ 甚兵衛 ” ほど人間関係の距離感が近いわけでは

ないという証しである。このように、“喜六 ” は相手に

よってちゃんと使い分けをしている。

c．“喜六 ” の語り調子
落語の中の “ 喜六 ” は阿呆として生きようと思い、

わざとスカタンしているのではない。あくまで素のま

ま行動し、深く考えずに喋っているというのが落語の

中の決まりごとであるが、“喜六 ” を語るうえで、この

台詞のピッチは大事な要素である。また、演劇の世界

においては、相手への台詞の渡し方というものが大事

である。この善し悪しによって、会話の弾み方も変わっ

てくる。“喜六 ” はこの部分においても長けている。

ピッチについては、韓国の物語音楽パンソリの語り

手である安聖民 9）によると、「パンソリはかなり激し

く演じることもあって、喉を痛めることが多々ある。

それで、喉のかすれと共に、ややもすればつい調子が

下がってしまいがちになる。そうなると、お客が離れ

てしまうことになるので、稽古の際はそういった点に

気をつけるように、調子笛で時々確認する」。

落語もパンソリと同様で、作品全体を音楽的に捉え

る必要がある。その時、その音楽性を担うのが “喜六 ”

である。つまり、“ 喜六 ” の台詞が下降を防ぐことで、

全体が陰な調子になるのを回避できるのである。“ 狂

言 ” ではよく “ 二字上がり・三段起し ”ということが言

われるが、これも同様のことが理由である。大蔵流狂

言方の安東伸元 10）によると、この手法による効果は

「感情移入しやすい」「台詞が下降しない」ということ

にある。狂言はこれを用いることで、結末に向けての

観客の気分の高揚を維持している。狂言の “ 二字上が

り・三段起し ” という手法とパンソリでの調子笛の件

は、全く同様のことを示唆している。現在、私もこの

“二字上がり・三段起し ”という手法を落語のお稽古に

も取り入れながら行っており、私塾においてもそれな

りの効果を上げている。例えば、2－（2）で紹介した
「東の旅」の発端の掛け合い部分においても、私塾の稽

古人らに、この二字上がりを意識した台詞回しの稽古

をした後に行わせると、咄の調子が音楽性を帯びてよ

り弾むような感じになってくる。「咄が弾まない」とか

「口調が陰気である」ということの理由の多くは、この

ような過程を経ることで、その多くが解消される。で

は何故、先に述べた “ 喜六 ” がこういった音楽性を主

に担うのかという問題であるが、それは演劇的にも全

つくべき嘘はつきなはれや」

喜六 「ほたら何でっかいな。つくべき嘘をついたら
酒飲ましてもらえまんの？」

甚兵衛 「まあまあ、そうこっちゃな」
喜六 「・・・あんた、奈良の大仏さん、知ってなは

るか？」

ここで “喜六 ” が使う「知ってなはるか？」の「はる」

は、大阪弁における敬語である。前述の牧村史陽によ

ると「はる」は「敬意をそえる語。ナサル→ナハル→

ハルとつまったもの」7）とある。このように “ 喜六 ”

の喋りには、「そらいかん」とか「言うとった」といっ

たタメ口を交えながらも、丁寧語と敬語を適度に織り

込むことで、親愛の情を現しながら多少の敬意は相手

に表すといった工夫がある。“喜六 ” は相手に上手く取

り入る達人なのであるし、また、“甚兵衛 ” も喜六に対

し、隅に置けない可愛い奴と見ている。「相変わらず面

白い男やな」という一言にもその思いがよく現れてい

る。また、“ 喜六 ” の言葉遣いは文字よりも実際の音声

で現した方がよく伝わる。“喜六 ” の物の言い方は決し

て上からではなく、時に冗談として上から目線になる

ことはあっても、原則的には明らかな下から目線のニュ

アンスをもって語られる。

ところで、福田和也は、法的、公的には人は平等で

あると断わりつつ「人間とはけして平等ではない、均

質な存在ではない」としながら敬語の大切さについて

こう説いている。

「敬語はけして自分が相手と平等・均質ではない、と

いう認識の直接的な反映であるからです。それは、ど

ちらが上とか下ではない、対等かつ同質ではない、と

いう緊張の反映なのです。（中略）ぞんざいな口をきい

たり、対等に話したりすることが、親しさのあらわれ

であると考える人が少なくありません。しかし、私に

云わせると、それは親しさではなく弛緩なのです。私

は女友達に対しても、どんなに親しくても敬語を使っ

ていましたし、家内にたいしても敬語を使います。そ

れを他人行儀だと思う人もいるでしょうが、いかな恋

人、夫婦といえども他人です。けして自分ではない。

当たり前のことです。恋人といえども他人である、と

いう認識があって、はじめて信頼と尊敬が生まれるの

ですし、さらに云えば『甘える』こともできるのです。」8）

“ 喜六 ” は、敬語とタメ口を上手く織り交ぜながら話
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体の調子を司っているのは “ 喜六 ” だからである。そ

れについて、次にまとめておく。

d．シテ役としての “喜六 ”
狂言における登場人物は、それぞれシテ（仕手）と

アド（挨答）に分類される。シテとは主役のことで、

アドは脇役のことである。シテはおおむね一人である

が、アドは、主（おも）アド・又（マタ）アド・一の

アド・二のアド・・・などと多様に細分化されて、物

語を豊かにする。原則として、その狂言を引っ張って

いくのはシテの役目である。シテの位（くらい）＝調

子が、劇の進行テンポを決め、その日の狂言の出来映

えを左右すると言っても過言ではない。つまり、シテ

は役者と同時に演出家も兼ねているのである。狂言の

代表登場人物は、太郎冠者であり、その太郎冠者役が

シテを勤める作品が多い。これを落語に当てはめると、

シテは “ 喜六 ” ということになる。また、“ 子褒め ” に

おいても、全編通して登場するのは “ 喜六 ” のみであ

り、“ 喜六 ” を中心にその心理が変化する様をお客は楽

しむ。後半に行くにつれての “ 喜六 ” の気持ちの高揚

やそれに呼応して調子を上げていかなければ物語は単

調なもので終わってしまう。

e．聴き上手な “喜六 ”
俳優で演出家の鴻上尚史は「美しい声を目標にはし

ません。美しさを目標にしている限り、美しさから遠

ざかる」としたうえで、目標を「表情のある声」と定

めている。「表情のある声」とは、腹で支えられた声で

あることは言うまでもない。コンパニオンや司会業を

している人に言葉に時折よそよそしさを感じることが

あるが、それは美しく流暢に喋ることに特化しすぎた

結果である。また、話し言葉において、一番大切なの

はいかに相手の言葉に対応しながら話すかということ

である。このことについて、前述の鴻上尚二は、この

ように述べている。

「演技とは、台詞をしゃべることではありません。相

手の台詞を聞くことです。ちゃんと聞けば、自然と相

手とキャッチボールが始まり、自分の台詞も自然に言

えるようになるのです。そして、相手の台詞の微妙な

変化に対応して、自分の台詞も、その瞬間に生き生き

と変化するのです。」11）

“ 喜六 ” が甚兵衛の言葉に、上手く冗談（ボケ）で返

せるのも、やはり甚兵衛の話をよく聴いているからで

ある。例えば、こんな例が挙げられる。

甚兵衛 「悪い嘘はいかん、悪い嘘はいかんけども、つ
くべき嘘はつきなはれや」

喜六 「ほたら何でっかいな。つくべき嘘をついたら
酒飲ましてもらえまんの？」

甚兵衛 「まあまあ、そうこっちゃな」
喜六 「・・・あんた、奈良の大仏さん、知ってなは

るか？」

甚兵衛 「そんなもん、こんな小さい子どもでも知って
るがな」

喜六 「あれね、わたいの兄貴だんねん」

これは、“喜六 ” はたとえ阿呆であろうと、話をちゃ

んと聴いているということの証しでもある。時と場合

にもよるが、この程度の冗談は会話を弾ませるもとと

なる。このような “ 喜六 ” の頓珍漢あるいは的外れな

受け答えが甚兵衛を楽しませる。だから、甚兵衛は “喜

六 ” の訪問を歓迎する。

f．安心感を与える “喜六 ”
舞台に立ってまず気になるのは、相手が自分に対し

て好意的かどうかという点である。相手はお客という

立場なので、どういう姿勢や態度で聞こうが構わない

が、どうしたって敵対的に見える仕草がある。あくび

は論外として、例えば、がっちり腕組みをしたり、椅

子に寝そべるような格好で聞かれると、どこか自分を

受け入れてもらっていないような気がして、どうも気

後れしてしまうのである。以前、ある講演会に呼ばれ

て行くと、観客のほとんどが民生委員や心理カウンセ

ラーであった。その時の見事な相槌と優しい眼差しは

さすがプロである。本当に喋りやすかったのを覚えて

いる。

また、相槌というものは打てばいいというものでな

い。人の話を聴きながら、「いかにも聞いています」と

いった感じで、かなり大げさに「ほおっ」「へええ」と

か相槌を打つ人がいるが、得てしてこの手の相槌には

かえって何かしら不審を抱いてしまうものである。ちゃ

んと聞いていないのにも関わらず「聞いていますよ」

というポーズをしているだけに過ぎないと感じるので

ある。場にそぐわない大げさな相槌はかえって潤滑な

会話を阻止する。また、人は相手の言葉に潜む微妙な

ニュアンスを感じ取りながら、その真意を汲み取ろう

とする。言葉そのものはあくまでも記号にしか過ぎず、

その時の心情と組み合わさって相手に届く。言葉と心
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情の組み合わせが台詞である。

さて、“喜六 ” の聞き上手については先に述べた通り

であるが、この相槌においても喜六は長けている。“喜

六 ” のこういうところが何より一番の長所ともいえる。

“喜六 ” の聞き上手たる所以は、まず相手に大きな安心

感を抱かせるという点にある。それは “ 喜六 ” の聞く

姿勢にあって、1－ cでも述べた通り、“ 喜六 ” は甚兵
衛に対して原則的にやや前のめりな体勢を取っている。

繰り返しになるが、これは相手に対して下手に出てい

ますという心の現れであり、相手の話を聞き逃すまい

という姿勢でもある。ただ、この聞き逃すまいという

思いも、強く出過ぎてしまってはかえって逆効果であ

る。

あるフルートコンサートに出掛けたときのことであ

る。演奏自体はもちろん素晴らしかったのだが、私は

彼女にちょうど咄の稽古をつけていたこともあり、そ

の合間のトークがとても心配でたまらなく、かなり集

中して見守って聴いていた。そしてその終演後、私は

彼女にこう言われたのである。「先生がずいぶん怖い顔

してご覧になっているから、それが気になって・・・」

私は集中のあまり、つい眉間に皺を寄せていたのであ

る。私の過剰な緊張が相手の心理状態を脅かす結果と

なってしまった。聞き手がリラックスしていないと話

す方も話し辛いということである。対話における “ 安

心感 ” について、岡田尊司はこう述べている。

対話がスムーズに成立するためには、相手の安全感

を脅かさず、安心感や自尊心を高められるように配慮す

ることが第一条件になる。それらを左右するのは言葉だ

けではない。雰囲気や表情、身体的な距離といった非言

語的な要素も重要である。そこから醸し出される相手を

大事にしているという姿勢が大事なのである。12）

g．下駄を預ける “喜六 ”
“ 喜六 ” の場合、自らを一段低い位置に据えることで、

相手に優越感を感じさせ、同時に自尊心と安心感を与

えている。また、大阪には “ 相手に下駄を預ける ” と

いうコミュニケーションの手法があるが、“喜六 ” はこ

れも上手く使いこなしている。これは大阪の商人がよ

く用いた応対の方法である。例えば、店にお客が来て「今

日は何曜日や？」と尋ねられても、「今日は金曜日です」

といった断言口調では返答しない。商人は「そうでん

な、今日は金曜日とちゃいまっか？」というように疑

問形にして返す。そうすれば、お客の方が「そやそや。

今日は金曜日やったな」と答えることになる。つまり、

結論はあくまでお客に委ねるということで、お客の方

を優位な立場に立たせることができるのである。それ

に、この言い回しには、相手との会話を止めないとい

う知恵が含まれている。“喜六 ” の台詞の多くが、こう

いった疑問形で返してして、甚兵衛に対して台詞を断

定形で終わらせることはほとんどない。

甚兵衛 「人に一杯の酒も呼ばれようと思うたら、方便
の嘘、べんちゃらちゅうもんに凝らないかんな」

喜六 「何でんねん、その方便の嘘、べんちゃらちゅ
うのは？」

甚兵衛 「まあ分かりやすう言うたら、嘘をつくちゅう
こっちゃ」

喜六 「そらいかん、そらいかんで」
甚兵衛 「何で？」
喜六 「ほたら何でっかいな。つくべき嘘をついたら

酒飲ましてもらえまんの？」

甚兵衛 「まあまあ、そうこっちゃな」
喜六 「・・・あんた、奈良の大仏さん、知ってなは

るか？」

甚兵衛 「そんなもん、こんな小さい子どもでも知って
るがな」

喜六 「あれね、わたいの兄貴だんねん」
甚兵衛 「誰がしょうもない嘘で酒飲ますねん。・・べん

ちゃらというやっちゃ。よう覚えておきなはれ」

喜六 「あ、なるほど。・・で、もしそれで飲まさなん
だら、あんたまとうてくれるか？」

甚兵衛が “ 喜六 ” を好くのは、彼が何でも自分に聞

いてくれるからである。甚兵衛にとって何でも頼って

くる “喜六 ” は可愛くて仕方がない。

③　転～ばらし～

いよいよここからが物語の佳境＝ “ 伏線 ” に対する

“ ばらし ” の部分となる。人を褒める言い立てを学んだ

喜六は、さっそく実行に移すべく四十五、六の男を捜す。

通行人 「ちょいちょい、ちょいちょい何だんねん」
喜六 「ちょいちょい、ちょいちょい何だんねんて、

あんた、どっかで会うたことあるな・・・わあ、

同じやっちゃ」

通行人 「馬鹿にすない！」
喜六 「えらい怒ってたな・・・ええと、どこぞ知っ

てる奴、見たことある奴はないかいな・・・お、

向こうから来る奴、あら伊勢屋の番頭、あいつ
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は知らんとは言わさんぞ・・・よお、伊勢屋の

番頭！」

伊勢屋 「おお、誰やと思うたら町内の色男」
喜六 「向こうの方が上手やがな。こら負けてられん

な・・・こんちは、しばらくお会いしまへんで

したが、あんさん、どちらへお出かけでござい

ました？」

喜六 「さっそくやな。こら負けてられんわ・・・こ
んちは。しばらくお会いしませんでしたが、あ

んさんどちらへお出かけでございました？」

伊勢屋 「どちらへて、昨日風呂屋で会うたがな」
喜六 「ああせやせや。風呂屋で会うまでごきげんさ

ん」

伊勢屋 「一昨日散髪屋で会うたで」
喜六 「散髪屋で会うまでごきげんさん」
伊勢屋 「そういや、散髪屋で会うまでごきげんさんやっ

たな」

喜六 「それまでごきげんさんやったが、あんさんど
ちらへお出かけでございました？」

伊勢屋 「わしか、いやわし商売用でちょっと下の方へ
な」

喜六 「道理で色が黒うおなり遊ばして」
伊勢屋 「ええ、そない黒いか？」
喜六 「黒いてなもんやおまへんで。わたいまた向こ

うから炭団が転んできたんかと思うて・・・い

やいや怒りなはんな。これから良うなりまんね

ん、持ち上げまんねん・・・色さえ黒うおなり

遊ばしたら大小はお金儲けでございましょうか

なと、これが先さんを喜ばす方便の嘘、べんちゃ

らちゅうやっちゃ。よう覚えときなはれ」

伊勢屋 「お前が覚えとかんかい」
喜六 「飲まさんか・・・しゃあない。脇の下から手

出したろ・・・時にあんさん、お歳はおいくつ

でございますか？」

伊勢屋 「かなんな、この往来の真ん中で。いや、わし
えろう若う見えてるけど、これでも結構いって

んねやで。いやわい、今年でちょうどいっぱい

や」

喜六 「いっぱい・・・とはお若う見える・・・いっ
ぱいちゅうのはバケツで一杯か」

伊勢屋 「阿呆、いっぱいちゅうたら、今年で四十や」
喜六 「四十、とはお若う見える。どう見ても・・・

どうもならんな。四十五より上は千に万まで聞

いてきたあんねん。四十聞いてへんがな・・・

あのもし、えらいすんまへんねんけど、あんた

四十五になってもらえまへんやろうか？いえ、

直に下げまっさかい」

伊勢屋 「何ぞまじないでもすんのかいな。ほなしゃ
あない、四十五になったろ。わしゃ、今年で

四十五や」

喜六 「四十五、とはお若う見える」
伊勢屋 「当たり前や。ほんまの歳、四十やがな」
喜六 「もうやりにくいな。もう飲ましていらんわ、

さいなら・・・どもならんな。どこぞ飲まして

くれるとこはないかいな。ああ、せやせや。そ

う言うたら今朝竹やんとこ、子ができた言うて、

うちの嬶つなぎで百円出したちゅうてたな。よ

うし、その子褒めて一杯飲ましてもうたろう。

こんちは」

竹やん 「おう、誰やと思うたらお前かいな。まあまあ、
こっち入りいな」

喜六 「何や聞いたらお前とこ、えらい災難やそうや
な」

竹やん 「何かしてんねん。わしとこ子どもができてえ
らい目出度いねん」

喜六 「ああせやせや。お前とこ、子どもができてえ
らい目出度い。わしとこ子どもができてえらい

災難」

竹やん 「はっきり抜かすガキやな、返そか百円」
喜六 「なあなあ竹やん、子ども見せてくれるか」
竹やん 「お、子ども見てくれんの？嬉しいな。子ども

は奥や。奥でお咲の横で寝とんねん」

喜六 「奥か。分かってる分かってる・・・よおっと・・・
おお、お咲さん向こう鉢巻き締めてよう生んだ

なあ、よう生んだ、よおお、生んだ」

竹やん 「何をきばっとんねん」
喜六 「子ども、お先さんの横か。分かってる、分かっ

てる・・・よおっと・・・うわあ、この子ちっ

ともお前に似てへんなあ」

竹やん 「そんなことあるかい。近所の連中、皆わしに
似てるちゅうてくれてるで」

喜六 「そんなことあるかい。おまけに歯抜けて禿茶
瓶でしわくちゃ」

竹やん 「そらおじんやがな。おじんが寝てんねん」
喜六 「ああ、おじんかいな。こんなとこで寝かしな

いな。・・・ええ？子ども、こっち・・・よおっ

と、おお居てる居てる・・・動いとるで・・・」

竹やん 「当たり前やがな」
喜六 「可愛らしいなあ。こんな可愛らしい手して、

おっちゃんの百円よう取った」
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る。こうして見ると、“ 喜六 ” という男には、スカタン

を頻繁に引き起こすところから、一般常識に欠けてい

て知識も薄いというイメージを持ちがちだが、言葉遣

いに始まる敬意というものに関してちゃんと心得てい

るのである。彼は早合点が過ぎたり、おっちょこちょ

いであったりするだけで、何ら一般的小市民と変わる

ことはないのである。ただ相手を優位に立たせ、道化

的に立ち回れる本当に愛すべき奴である。

④　結～下げ～

下げ＝落ちは、元々楽屋用語だが、一般的には意味

は通る。しかし、「下げとは何か？」と問われれば、説

明するになかなか難しい問題である。桂文珍は、「下げ」

について、いくつかのクイズの例を出して、その回答

を聞かされた時の「心の隙間をちょっと突かれてしまっ

たような感じ」だと説明している。また、「ストーン

と落とされたような落下感」という解説を加えている。

一方、三代目桂米朝は、次のような解説をしている。

サゲ・・・というものは一種のぶちこわし作業なの

です。さまざまのテクニックをつかって本当らしくしゃ

べり、サゲでどんでん返しをくらわせて「これは嘘で

すよ、おどけ話ですよ」という形をとるのが落語なの

です。落語は、物語の世界に遊ばせ、笑わせたりハラ

ハラさせたりしていたお客を、サゲによって一瞬に現

実にひきもどす。そしてだました方が快哉を叫べば、

だまされた方も「してやられたな、あっはっは」・・・

と笑っておしまいになる、いわば知的なお遊びです。

落語とは、落としばなし、話を落とすから落語です。

その「おとす」という言葉はなんらかの理屈で「なる

ほど」と合点させ、はなしの世界から現実へひきもどす。

これが「おとす」なのです。13）

喜六 「・・・飲まさんか？・・・しゃあない、脇の
下から手出したろ・・・ぼん、ぼん・・・いく

つや？・・・いくつや、ちゅうねん」

竹やん 「変わってけつかんなあ。いくつやて、生まれ
たての子どもや。ひとつに決まったある」

喜六 「ひとつ？・・・とはお若う見える」
竹やん 「ひとつで若かったら、一体いくつやねん」
喜六 「どう見てもタダとしか見えん」

“子褒め”という落語は以上である。“下げ”を聴いて、

観客は物語が終わったことを悟り、そこから解放され

ることとなる。ところで、タダ酒を飲もうと思って行

竹やん 「返すわ、百円」
喜六 「嘘や嘘や、冗談やがな・・・なあなあ、この子、

上手いこと褒めたら一杯飲ましてくれるか？」

竹やん 「初めての子や。一杯てなケチなこと言わん。
何杯でも飲ましたるがな」

喜六 「ああ、そうか。ほな、褒めるさかい、よう聞
いといてや・・・よお、よおこれはおうちのお

坊さんでございますか？」

竹やん 「今さら何を抜かすねん。うちの子に決まった
あるがな」

喜六 「よおお肥え遊ばして福助はん、ご隠居さんに
お似遊ばして長命がん、栴檀の実はグリグリで

堅い堅い・・・蛇は寸にして短うて長うおます。

私もかようなお子様にああら、首吊りたい、首

吊りたい・・・言えた」

甚兵衛 「ちっとも言えたあれへんがな」

言葉の使い分け

“喜六 ” は相手に対して、巧みに言葉の使い分けをし

ている。まず次の下線を引いた箇所に注目してみよう。

喜六　「せやけど仰山覚えたなあ。・・・お、向こうか

ら来る奴、あら四十五、六にぴったりや。よう

し、あいついてこましたろ・・・こんちは、し

ばらくお会いしまへんでしたが、あんさんどち

らへお出かけでございました？」

通行人 「えろう馴れ馴れしゅうおっしゃいますが、あ
んさんどちらはんで？」

喜六 「どちらはんて、あんた、わたい知りまへんか？」
通行人 「根っから存知まへんが」
喜六 「さよか。そらあかんわ・・・さいなら」
通行人 「何だんねん」
喜六 「・・・やっぱり知らん奴に声掛けてもあかん

な。・・・ようし、あいついてこましたろ・・・

こんちは、しばらくお会いしまへんでしたが、

あんさんどちらへお出かけでございました？」

下線を引いたうち、敬語もしくは丁寧語に当たるの

が、「お出かけでございました？」「知りまへんか？」で、

ぞんざいな言葉遣いが「こましたろ」「そらあかんわ」

といった箇所である。その使い分けは、他の件を見て

も分かるが、主に相手に対する時は敬語もしくは丁寧

語であり、ぞんざいな言葉は独白の部分に使われてい

る。基本的に、滅多に会わない相手や初対面に対して

は、いきなりぞんざいな態度を取ることがないのであ
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動を起こした “喜六 ” だが、とうとう酒にありつくシー

ンにまではたどり着けなかった。何か目的があって行

動を起こしたとしても、それが成就することは落語で

はまずあり得ない。いくら落語が “人は業の塊である ”

と謳っていても、例えば、泥棒がその仕事を成就させ

てしまっては笑いにならない。上手く成就しないから

落語なのである。それに、落語で最も大事なことは、

後味である。業の成就は、必ずしも良き後味を引き起

こさない。ただそれだけのことである。

まとめ

落語はライブの芸である。ライブを開催するという

ことは、その場にいる人々に価値観を共有してもらう

ということである。ライブのあり方によって、参加す

る者のどの部分が表面に現れるかが変わる。つまり、

良き心もいじわるな気持ちもその両面を誰もが内面に

併せ持っているものだが、そのどの部分が現れるかと

いうことである。寄席で共に笑うということは、価値

観を共有するということでもある。できれば「善き人

の良き笑い」が望ましい。価値観を共有することで人

は安心感を得られる。

世の中にはこうした役回りが必ず必要である。コ

ミュニティーにおいて、“喜六 ” が居るのと居ないのと

では大きな違いである。“喜六 ”のような存在を分析し、

もし意図してその良さを現しながら実践できるとした

ら、その人はなくてはならない人となる。そんな“喜六 ”

をロールモデルのひとつとして生きてみないか、とい

うのがここでの提案である。

 “喜六”は愛される“阿呆”である。しかもこの“阿呆”
は、知恵も、ある程度の常識もちゃんとわきまえた男

である。足りないのは知識である。時に見当外れなこ

とも言うが、これがポイントを得た面白さである。こ

うして見ていくと “ 喜六 ” がいかに処世術に長けてい

るかが分かる。落語を学ぶということは、対話術を学

ぶということにも繋がる。その達人である “ 喜六 ” に

おける対話術のあり方についてもう一度まとめておく。

①　相槌を打つのが上手である

②　相手を立てた物言いができる

③　聞き上手である

④　相手に優越感を与える

こうして見ると、“喜六 ” は対話術という点において、

きわめて常識的な人物である。決してただのぞんざい

な男ではない。常識のうえの、ちょっとした非常識で

あるがゆえに、世間は “ 喜六 ” の失敗を許し、なおか

つ愛されるのである。人は誰しも不完全な存在だが、

それを笑える範囲で、デフォルメして見せたのが、“喜

六 ” という存在なのである。

（注）

1） 桂米朝『落語と私』文春文庫、1986年 , p.101.
2） 牧村史陽『大阪ことば事典』講談社学術文庫、

2000,  p.23.
3） 柴山肇『笑いの道連れ・与太郎』山手書房、1981,  

p.47.
4） 二代目桂春蝶／昭和 16年 10月 5日生まれ。昭和

37年三代目桂春団治に入門。弟子に昇蝶、一蝶、
蝶六の三人。平成 5年 1月 4日没。享年 51歳。

5） 宇井無愁『落語の原話』角川書店（第 3版）、

1975, p.60.
6） 鷲田清一『臨床とことば』朝日文庫、2010,  p.197.
7） 牧村史陽『大阪ことば事典』講談社学術文庫、

2000,  p.517.
8） 福田和也『悪の対話術』講談社、2004,  p.95.
9） 安聖民／ 1966年大阪生まれ。東大阪市太平寺小

学校民族学級講師。2002年海陽大学音楽大学院
国学科修士課程卒業、海南星に師事。2001年第
一回亀用全国国楽大会奨励賞受賞。

10） 安東伸元／昭和 10年大阪市生まれ。昭和 39年能
楽協会入会，狂言方能楽師となる。茂山忠三郎家

同門。昭和 55年より教育機関へ出講。羽衣国際
大学名誉教授，大阪府立東住吉高等学校・ＮＨ K
大阪文化センターの非常勤講師。平成 13年重要
無形文化財（能楽）保持者総合認定を受ける。「日

本能楽会」会員。平成 22年大阪音楽大学客員教
授に就任。「大和座狂言事務所」主宰。

11） 鴻上尚史『演技と演劇のレッスン』2011,  p.265.
12） 岡田尊司『人を動かす対話術』ＰＨＰ新書、2011, 

p.34.
13） 桂米朝『落語と私』文春文庫、1986,  p.71.


